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はじめに
　私達は臨床の中で、看護を実践していく時、多くの
ストレスを感じている。しかし、このストレスは漠然
としている。そこで何に対してストレスを感じるのか、
その要因を明らかにすることが解決の糸口になるので
はないかと考え、本研究を行うことにした。
　対象の選択にあたっては、私達とより近い条件にす
るために、婦長・主任・指導係を除いた成人一般病棟
の看護婦に限定した。
　私達はストレスの要因を職場環境の6項目（人・物
・時間・場所・金・福利厚生）に分類した。その中で、
私達の手で解決できそうな「人」・「時間」に着目し、
その要因を、1自分自身・∬人間関係・皿看護業務に
分類した。この3群についてのアンケート調査結果か
ら、解決の糸口が見い出せたので報告する。
1　研究方法
　1．研究期間
　平成6年4月11日～平成6年12月22日
2．調査期間
　平成6年10月18日～平成6年10月24日
3．対象
　婦長・主任・指導係を除く成人一般病棟（8階、
11～18階東西）の看護婦各5名（1・2・3・4～5・6～8年
目で各1名ずつ）9階西の看護婦18名　合計103名
　4．調査方法
　　1）無記名による質問紙法のアンケート調査（資料1）。
回答は1．全くない、2．ごく稀にある（1回／3～6ヵ
月）、3．時々ある（1回／1週～1ヵ月）、4．いつもあ
る、の4段階のストレス頻度で評価する方法をとった。
　　2）文献学習
　5．回収率
　　1年目20名、2年目23名、3年目19名、4～5年
目20名、6～8年目14名、外科73名、内科23名、合計
96名（93％）
　6．分析方法
　　1）1～皿群の比較
　　2）各群における特徴
　　3）経験年数別の比較
　　ストレスポイント（上位10位以内を占める割合で
10％を1丁目ントとする）とストレス頻度（回答の1
～4の平均値）を設定し、群間の比較は、ストレスポ
イント、経験年数別の比較はストレス頻度を用いて分
析した。
ll結果
　アンケートの回収率は93％と高く、又、対象数とし
ても妥当であった。
　表3より、1～由仁を比較すると、黒垂の看護業務
に関するストレスポイントが8ポイントと最高であり、
次いで1群の自分自身が2ポイント、H群の人間関係
は、0ポイントであった。
　全体としては、1群の自分自身に対するストレスが
2ポイントであるのに対し、1年目はアポイントであ
った。
　しかし、表2より、ストレス頻度を見ると、1年目
は1群の自分自身、皿群の看護業務とも、頻度は高く
有意差はなかった。
　次に1～皿1群の個々の特徴について述べる。
　1群　自分自身について
1．表1より、全体をみるとストレス頻度が高かった
ものは、　「自分の知識不足を認識させられたとき」と
いう項目であった。
2．表2より、経験年数別のストレス頻度をみると、
1年目が最も高く、2年目以降有意に低下する。（P＜
O．　OOI）
3．1年目の看護婦をみると、ストレス頻度が高かっ
たものは「自分の知識不足を認識させられたとき」次
いで「知識、技術がなく、自分の行っている仕事に自
信がもてない」　「初めてつく処置がスムーズに行えな
い」という項目順であった。
　H群　人間関係について
1．表1より、全体をみるとストレス頻度が高かった
ものは「後輩を育てる責任がある」という項目であった。
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（三一1）すべての経験年数における
　　　　　　全項目の順位とストレス頻度
馳 群 問 ストレス搬 馳 群 問 ストレス搬
1 皿 32 3，26821 H 23 2，406
皿 41 3，26822 1 21 2，381
2 皿 44 3，124 H 27 2，381
3 皿 37 3，11323 1 10 2，365
4 1 4 3，04224 1 12 2，330
5 皿 33 3，01025 1 24 2，320
6 皿 36 2，95926 ：［【 12 2，309
7 1 16 2，927 皿 38 2，309
8 皿 35 2，86627 皿 39 2，278
9 皿 42 2，86528 1 13 2，258
10 1 1 2，81429 H 25 2，237
11 1 15 2，80630 H 18 2，206
12 皿 34 2，76331 1 31 2，196
13 1 2 2，711 皿 40 2，196
14 1 3 2，70132 H 28 2，186
1 9 2，70133 H 26 2，176
15 H 30 2，66734 1 17 2，113
16 1 7 2，66035 1 14 2，094
17 皿 43 2，63936 H 19 2，093
18 1 6 2，62937 1 11 1，897
19 1 5 2，59838 H 29 1，770
20 1 8 2，49539 1 20 L680
（表一3）上位10位内におけるストレスポイント
1 H 皿
1　年　目 7 0 3
2　年　目 4 0 6
3　年　目 2 1 7
4～5年目 2 1 7
6～8年目 1 1 8
全　　　体 2 0 8
　この傾向は、3年目から出現し、4～5年目でピー
クに達した。
　皿群　看護業務について
1．表1より、全体をみるとストレス頻度が高かった
ものは「時間外の仕事が多い」次いで「責任の重い仕
事をしている」「ナースコールや電話の対応で仕事が
中断される」　「業務内容が多く記録が時間外になって
しまう」「こなしきれない程のたくさんの仕事があり、
同時にたくさんの仕事を進める必要がある」という項
目順であった。
2．外科・内科では、13項目中11項目に有意差は認め
られなかった。
（表一2）1～皿1についての経験年数の
　　　　　ストレス頻度
1
　　　　全体
　　　1年目
　　　2年目
　　　3年目
　4～5年目
　6～8年目
2．　557
2．　925
2．　694
2．　650
2．　295
2．　075
II
　　　　全体
　　　1年目
　　　2年目
　　　3年目
　4～5年目
　　6～8年目
2．　210
2．　262
2．　173
2．　313
2．　163
2．　105
皿　　　　全体
　　　1年目
　　　2年目
　　　3年目
　　4～5年目
　　6～8年目
2，814
2，803
2，890
2，896
2，815
2，643
IV　考察
　このアンケート調査全体から、経験年数や外科系・
内科系を問わず、皿群の看護業務について、最も多く
のストレスを感じていることが分かった。項目別の結
果からも、責任が重い仕事を、限られた時間内に遂行
することが期待されていることに、多くのストレスを
感じていることが分かった。この点に関しては、専門
職である以上、その役割と責任を果たすということは
当然であり、ある程度のストレスは、仕事へのやりが
いを引き起こす為にもやむを得ないと考える。しかし、
モジュール型継続受持看護方式において、看護業務を
能率的・効果的・円滑に時間内で遂行していく為には、
コーディネーターの役割を確立し、果たしていく必要
がある。
　時間外の仕事が多い、こなしきれない程多くの仕事
を同時に進めなければいけない事に、多くのストレス
を感じていることから、看護婦独自の業務内容の整理
や、勤務体制についても考えていく必要があるのでは
ないか。
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　経験年数別でみると、1年目の看護婦は、看護業務
に加え、1群の自分自身についてにも多くのストレス
を感じていることが分かった。知識・技術も未熟な上、
仕事の内容も十分に把握できないまま、たくさんの仕
事を時間内にこなすことを要求されている。その為、
自分自身に対し自信が持てず多くのストレスを感じて
いると考えられる。
　1年目の看護婦が、一人前に仕事をしたいと願う、
その自己の欲求自体がストレスになっていると思われ
た。これについては、新入が果たせなかった職責を評
価するのではなく、果たした職務、貢献度を評価する
指導が望まれるのではないだろうか。
　経験年数別に考えてきたが、1群、自分自身の中で
も知識不足のストレスに関しては、経験年数を問わず、
多く感じている。この事より、継続教育・生涯学習を
通し、自らを向上させる必要がある。
　3～5年目の看護婦が後輩を育てる責任に多くのス
トレスを感じているのは、新たにプリセプターナース
として新人の指導を任される機会が多くなるからでは
ないだろうか。このことから、新人だけではなく指導
する側の看護婦もフォローする必要がある。
　人間関係については、多くの看護婦が頻度の高いス
トレスを感じていると思っていたが、このアンケート
調査においては、ストレスはあまり感じていないとい
う結果であった。これは、私達看護婦は、人を受容す
る・人を認める・人と協力するという訓練を受け、誇
りをもって看護を実践しているからではないかと考え
る。
　宗像は1）「ストレスとは燃えつき状態に至るプロセ
スである」と述べており、霜は2）「ストレスによって
作業の低下・周囲への影響・身体への弊害など様々な
悪影響が生じてくる」と述べている。これらのプロセ
スに至る前に、早急に自分達の手でストレスを解決し
ていくことが重要である。ストレスを早期の段階で取
り除き、向上心を良い方向へ向かわせることが必要と
考えられる。
おわりに
　本研究のストレス要因については、主観的に職場環
境の中の「人」「時間」に限定し、調査したものである
が、漠然としていたストレスの要因が、この2点に関
する限り明らかになった。今後、この成果をふまえて、
解決に向け検討していきたい。
　一般的に言われているストレスは、過度のストレス
についてであり、私達もストレスに対して、マイナス
イメージでとらえ、研究を進めてきた。しかし、スト
レスは良くも悪くもなり、個人のとらえ方によっても
左右される。ストレスは人間にエネルギーをおこさせ
るものであると言われているように、ここで明らかに
なったストレスを、次の行動へうっす原動力につなげ
ていくことも大切であろう。
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（資料1）
「病棟看護婦のストレス」アンケート用紙
以下の1～mで、各項目でストレスを感じることについて、
お答え下さい。
　　　1　全くない
　　　2　ごく稀にある（1回／3～6ヵ月）
　　　3　時々ある（1回／1週間～1ヵ月）
　　　4　いつもある
1～4あてはまるところに○をし、
経験年数（ ）年目
1．自分自身について
　　　1．知識・技術がなく、自分の行っている仕事に自信がもてない
　　　2．知識と技術がともなわない
　　　3．判断力がない
　　　4．自分の知識不足を認識させられたとき
　　　5．新しい知識・技術を学び、伸ばす機会がない
　　　6．初めてつく処置がスムーズに行えない
　　　7。要領が悪く、無駄な動きが多く仕事がはかどらない
　　　8．自分の考え・意志をうまく伝えられない
　　　9．こなしきれない仕事をしているので、心に余裕がない
　　10．自分の能力以上のものを要求される
　　ll．看護婦という仕事に誇りを持てない
　　12．自分の興味・関心のない病棟行事に参加しなければならない
　　13．看護婦という職業は自分にはむいていない
　　14．この職場は自分にはあわない
　　15．患者の死に多く直面すると同時にその過程にいて何もして
　　　　あげられないという点で、自分の無力さを感じる
　　16．理想と現実のギャップがある
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
11　・ 人間関係について
17．患者とのコミュニケーションがうまくとれない
18．患者の家族とのコミュニケーションがうまくとれない
19．上司とのコミュニケーションがうまくとれない
20．同僚とのコミュニケーションがうまくとれない
21．医師と対等に話ができない
22．患者より何が期待されているのかわからない
23．患者の家族より何を期待されているのかわからない
24．上司より何を期待されているのかわからない
25．先輩より何を期待されているのかわからない
26．後輩りよ何を期待されているのかわからない
27．医師より何を期待されているのかわからない
28．医師と患者の間に挟まれ困っている
1　2
1　2
1　2
1　2
1　2
1　2
1　2
1　2
1　2
1　2
1　2
1　2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
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29．先輩と後輩の間に挟まれ困っている
30。後輩を育てる責任をもっている
31．患者から信頼されていないと思うことがある
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
皿　看護業務について
　　　32．時間外の仕事が多い
　　　33．こなしきれない程のたくさんの仕事があり、同時に
　　　　たくさんの仕事を進める必要がある
　　　34．こなしきれない程のたくさんの仕事があり周りを見る
　　　　余裕がない
　　　35．診療補助業務にかかる時間が多くベッドサイドケアが
　　　　少なくなる
　　　36．看護業務以外の雑用が多い
　　　37．業務内容が多く記録が時間外になってしまう
　　　38．申し送りに時間がかかりベッドサイドケアが少なくなる
　　　39．三交代制の勤務が負担である
　　40．身の危険にさらされることが多い
　　41．責任の重い仕事をしている
　　42．常に周囲より質の高い看護を要求される
　　　43．他部門との連携がスムーズにいかない
　　　44．ナースコールや電話の対応で仕事が中断される
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1　2　3　4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
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2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
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4
4
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ご協力ありがとうございました
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